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例 

 

１ 

本

書

は

、

全

体

が

八

章
に

分

か

れ

、

自

然

・

原

始

・

古

代

・

中

世

・

近
世
・

近

代

・

現

代

・

民
俗
と

な

っ
て

お

り

、

近

世

（
第
五

章

）

ま
で

が

上

巻

に

、

近
代

（
第

六
章
）
以

下
が

下
巻

に
収
め
ら

れ
て

い
る

。 

２ 

各

章

を

節

・

項

・

目

に

分

け

、
目
は

ゴ

シ
ッ
ク

体
で

あ
ら

わ

し

た

。

細

目

は

、

⑴

、
❶

等

で

区

分

し

た

。 

３ 

文

体

は

、

出

来

る

だ

け

平

明
な
口
語

分
と

し

、

現
代
か
な

づ
か
い
を

用

い

、

必

要
以
上
の

敬

称
は

省

略

し

た

。 

４ 

当

用

漢

字
を

中

心
に
使

い

、

難

解

な

も

の

は

避

け

た

が

、

固

有
名

詞

・

学

術

用

語

・

慣

用

語

等

は

そ

の

ま

ま

用

い

、

特

に

読

み

に

く

い

も

の

に

つ

い
て

は

、
ふ

り

が

な
を

付

し

た 

５ 

引

用

史

料
名

・

書

名

・

論

文

名

・

史

料

所

蔵

者

名

等

は

、

本

文

の

中

で(
 

)

内

に

割

注

し

、
年
号
に

は

、

適
宜(

 
 

)

内

に

西

暦
を

入

れ

た

。 

６ 

史

料

名
・
史

料

引

用

文
・
論

文

名
・
特
定

物

件

等

に

つ

い

て

は
「 

」
を

つ
け

、
書
籍
・
雑
誌
名

に

は
『 

』
を

用

い

た

。 

７ 

史

料

の

引

用
に

つ

い
て

は

、
な
る
べ

く

原

典
の

ま

ま
と

し

た

。 

８ 

挿

図(

写

真)

・

表

は

、

章

ご

と

に

通

し

番

号
を

付
し
、
挿

図

に

使

用

し

た

資

料

・

物

件

・

文

化

財

等

は

、

そ
の

所

蔵

者

を

明
示
す
る

よ
う
に

つ

と

め

た

。 

９ 

巻

末

に

、

神

社

・

寺
院
・

仏

閣

一

覧

、

及

び

略

年
表
を

収

載

し

た

。 


